
 

 

■ 自動車工学基礎講座 Webセミナー 

  第４回「熱マネジメント技術の基礎」 

第１部「熱マネジメント技術のための熱力学の基礎」（会員限定） 

次世代自動車センター浜松では、昨年度に引き続き、部品製造の中小企業における中堅社員

を対象として、自動車の性能及び機能に焦点を当て、自動車工学を体系的に学んでいただくた

め、５回連続の Web講座として「自動車工学基礎講座」を開催しています。 

第４回は、会員企業の皆様に今後の新製品の技術開発などにお役立ていただくため、電気自

動車の航続距離、空調性能、充電時間などの技術開発で重要になります熱マネジメント技術の

基礎知識を習得するための「熱マネジメント技術の基礎」として、第１部では、冷却・空調の

原理・現象を熱力学や伝熱工学、冷凍工学の観点から熱マネジメント技術に関する基礎を学ん

でいただき、第２部では、ガソリン車と電気自動車の空調システムの違いや構成する部品につ

いて解説を行う２テーマのセミナーを企画いたしました。 

今回は、第１部として、スズキ株式会社の中山 雅弘 様を講師に迎え、「熱マネジメント技

術のための熱力学の基礎」を開催しました。 
 

■日 時 ： ２０２６年１月２８日（水）13 時 30 分～15時 10分 

■場 所 ： Ｗｅｂ形式 

■参加者 ： ４１社／２２３名 
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【参加者の声】 

 

・熱マネジメント技術を理解するうえで必須の知識のため、大変参考になった。 

・OEM 設計者の方々がどのようなことに気を使われているのかを理解することができて、大

変参考になった。自社製品の役割をしっかり考えながら仕事を行いたいと思った。 

・弊社の開発としては熱マネジメントに重点を置いており、若手社員にとって有益な講座だ

った。 

・電気自動車とエンジン車の熱マネジメントの違いや各種部品の解説がわかりやすかった。 

・家庭用エアコンと車両用の対比がとてもわかりやすかった。 

・冷凍工学のヒートポンプの仕組みについて、大変勉強になった。 

・エンジン車に対しＥＶは廃熱が少なく暖房が不利である認識はあったが、走行バッテリや

モータモジュールの温度域が外気と近く熱移動が困難であることや、エンジン車の廃熱器

機に比べシステムが複雑になることを認識できた。また、冷媒、水、空気と熱の移動に使

う物質の差等、比エンタルピ等使っていない熱学要素があり大変参考になった。 

・熱マネジメント部品の開発を検討中で、全般的に参考になった。 

・基礎から車用に適用される製品例の説明まであった。 

・今回のテーマである熱マネジメントに関わる部品の開発に関わっているため、大変参考に

なった。 

・空調システムや熱マネジメントシステムの構造など基礎から学べて良かった。 

・エアコン、熱交換機、圧縮機の仕組みと構造を見られたことが参考になった。 

・冷凍工学の基礎では、冷凍サイクルとモリエル線図上のサイクル動作をわかりやすい図示

説明があり、とても勉強になった。いままでカーエアコンサイクルとモリエル線図の関係

がどう関わっているのかわかっていなかったが、受講して点と点がつながったと感じた。 

・熱力学、伝熱工学の基礎ということで、大学授業レベルのリマインドができ大変ありがた

かった。後半では電気自動車への適用も学べ、業務に適した内容だった。 

・ＥＶは各コンポーネントと外気温との温度差が小さいため、冷却にヒートポンプの活用が

必要であること、ＥＶのコンプレッサは騒音や振動の観点から、従来のピストン式ではな

くスクロール式が採用される例が増えていることが参考になった。 

・電気自動車における熱マネジメント技術の重要性を説明した上で、熱マネジメント技術の

大部分を占める冷凍・空調技術周りの現象を熱力学に基づいて説明していた。 

・エンジン車と電気自動車の熱マネジメント技術の違いや、各工学の基礎・原理・法則につ

いて理解が深まった。 

・P-h 線図、熱交換器の実務的説明、熱抵抗モデルが特に参考になった。 

・熱マネジメントについて体系的に整理されており、熱力学・伝熱工学・冷凍工学がどのよ

うにＥＶの温調技術に結びつくかがわかりやすく示されていた点が印象的だった。多くの

図表と身近な例が使われており、複雑な概念でも直感的に理解しやすい内容だった。 

・熱力学と伝熱工学は観点が違うこと、対流によって熱の伝わり方が大きく変わること、熱

通過の考え方が参考になった。 

・熱源を持たない電気自動車と熱源が潤沢にあるエンジン車との違いにより、今回学んだ熱

マネジメント技術が電気自動車にとって重要だという点が参考になった。 

・電気自動車における熱マネジメントの必要性が強調されており、効率的なエネルギー利用

が求められる現代の自動車技術において、非常に重要なテーマであると感じた。 

・熱力学第１法則・第２法則の整理に加え、カルノーサイクル及び逆カルノーサイクルの位

置づけが明確になった点が特に参考になった。熱機関と冷凍サイクルの理論効率の違いを

車両の空調システム設計と結び付けて理解できた。 

 


